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レ線検査では2症例とも巨大な胃， イ 桁 ＇l,j，即ち



















































































13. Weber”Christian Diseast (Relapsing 
febrile nodular nonsuppurative 
panniculitis）の2例
医療法人松波病院外科
松波英一，和田英一
症例1' 7才の女子， 3年前頃より発熱並lζ全身特
IC顔面，四肢の皮下lと多発性硬結を反復して居だ．最
近貧血，肝機能｜日；r.5，牌腫を認める様になった．硬結
の組織学的検索で皮下脂肪織に炎症性細胞浸潤を著明
lζ認め一部は脂肪ω桜山異物巨細胞，泡沫細胞浸潤
を認めた.・weber圃Christian氏病と診断した．
症例2' 17才の男子，数ヵ月前よりリウ 7チ様関節
痛があったが高熱と共lζ前胸部腹部に 0.5～3cmの発
赤並lζ皮下硬結を多発した．試験切除で第l例同様の
病理組織所見を得た. 2例共抗生物質，副腎皮質ホル
モンを強力に使用したが症状抑制の効県ばあれど再発
をくりかへしている．本疾患の本態は不明であるが浸
染アレルギーに基づく全身の系統的炎症性疾患ないし
は鯵原病として解釈されている．
